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ボ
リ
ビ
ア
に
お
け
る
紛
争
と
対
立
、そ
の
背
景

開
発
と
権
利
の
た
め
の
行
動
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

青
西

二
〇
〇
八
年
に
ボ
リ
ビ
ア
に
つ
い
て
ブ
ロ
グ
、日
本
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

等
に
掲
載
し
た
記
事
を
整
理
す
る
。

一
、二
〇
〇
八
年
の
信
任
投
票
と
そ
の
後

二
〇
〇
八
年
八
月
一
〇
日
、エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
大
統

領
と
リ
ネ
ラ
副
大
統
領
及
び
県
知
事
の
信
任
を
問
う

国
民
投
票
が
行
わ
れ
、モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は
、六
七
・
四

％
と
い
う
高
い
支
持
票
を
獲
得
し
た
。
大
統
領
へ
の
支

持
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
ポ
ト
シ
県
の
八
四
・
八
七
％
、

つ
い
で
ラ
・
パ
ス
県
の
八
三
・
二
％
。最
も
低
い
サ
ン
タ
・
ク

ル
ス
県
で
も
四
○
・
七
五
％
の
支
持
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、「
自
治
」
推
進
派
で
あ
る
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
、ベ
ニ
、

タ
リ
ハ
、パ
ン
ド
県
の
知
事
も
そ
れ
ぞ
れ
六
六
・
四
％
、

六
四
・
二
％
、五
八
％
、五
六
％
の
支
持
率
で
信
任
さ

れ
た
が
、ラ
・
パ
ス
県
と
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
県
の
知
事
は
罷
免

さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
投
票
の
後
、
大
統
領
は
「
自
治
」
推
進
派
に
対

話
を
呼
び
か
け
、
八
月
一
四
日
に
は
首
都
で
対
話
が

な
さ
れ
た
が
、
歩
み
寄
り
は
見
ら
れ
ず
、そ
の
後
「
自

治
」
推
進
派
と
の
対
立
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
五
日
に
は
警
察
と
、障
害
者
団
体
及
び
サ
ン
タ
・

ク
ル
ス
青
年
連
合(U

JC
)

の
衝
突
が
起
き
、警
察
側
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い
、
警
察
署
か
ら
排
除
さ
れ
か
ね

な
い
状
況
に
陥
っ
た
。一
九
日
に
は「
自
治
」
派
は
ゼ
ネ
・

ス
ト
を
呼
び
か
け
、
同
調
し
な
い
も
の
へ
の
暴
力
、ま
た

与
党
支
持
者
と
の
衝
突
が
各
地
で
勃
発
し
た
。

そ
の
後
ベ
ニ
県
、パ
ン
ド
県
、そ
し
て
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス

県
に
お
け
る
政
府
系
事
務
所
の
占
拠
、チ
ャ
コ
地
方
で

の
道
路
封
鎖
な
ど「
自
治
」
派
の
実
力
行
使
、そ
の
中

で
の
衝
突
、暴
力
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。政
府
よ
り
と

見
ら
れ
る
ラ
ジ
オ
局
な
ど
が
襲
撃
さ
れ
、
記
者
が
暴

行
を
受
け
る
事
件
も
続
発
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
報
道
の
自
由
だ
け
で
は
な
く
、
記
者
の
命
す
ら
脅

か
さ
れ
て
い
る
。

対
話
が
成
立
し
な
い
中
で
、
政
府
側
、そ
し
て
政
権

支
持
層
で
あ
る
農
民
組
織
や
先
住
民
族
組
織
は
高
い

支
持
を
背
景
に
、新
憲
法
制
定
を
進
め
、改
革
プ
ロ
セ

ス
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。八
月
二
九
日
に
は
、

一
二
月
七
日
に
新
憲
法
承
認
の
た
め
の
国
民
投
票
を

実
施
す
べ
く
大
統
領
令
を
公
布
。し
か
し
国
家
選
挙

会
議
に
差
し
止
め
ら
れ
、あ
ら
た
め
て
議
会
に
対
し
一

月
二
五
日
に
実
施
す
る
た
め
の
法
案
を
提
出
し
た
。

一
方
の「
自
治
」
推
進
派
は
炭
化
水
素
税
の
回
復

と
い
う
名
目
で
八
月
二
五
日
か
ら
チ
ャ
コ
地
方
で
の
道

路
封
鎖
と
い
っ
た
実
力
行
使
に
出
て
い
る
が
、「
自
治
」

推
進
派
の
手
詰
ま
り
感
は
否
め
な
い
。
平
和
的
に
、
既

成
事
実
と
し
て
の「
自
治
」
を
積
み
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
ま
ま
に
、
暴
力
事
件
や
人
種
差
別
を
放
任
し

て
い
る
事
態
は
、「
自
治
」
推
進
派
の
本
質
と
統
治
能

力
の
欠
如
を
白
日
に
晒
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
長

引
く
混
乱
は
人
々
の
間
に
倦
厭
感
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
対
立
の
中
で
、
暴
力
が
野
放
し
に
さ
れ
、
人

種
差
別
が
助
長
さ
れ
る
事
態
が
続
け
ば
、ボ
リ
ビ
ア

社
会
に
は
癒
や
し
が
た
い
傷
が
残
さ
れ
て
し
ま
う
危

険
が
あ
る
。対
話
に
戻
る
し
か
道
は
な
い
。(

九
月
八
日

記
）九

月
九
日
、サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
で
は
、
農
地
改
革
局

他
、
複
数
の
政
府
機
関
事
務
所
や
政
府
系
の
メ
デ
ィ

ア
が「
自
治
」
推
進
派
の
暴
力
集
団
に
襲
撃
さ
れ
た
。
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軍
は
当
該
事
務
所
を
警
護
し
て
い
た
も
の
の
、火
器
の

使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
対
抗
で
き
な
か
っ

た
模
様
で
あ
る
。ま
た
先
住
民
族
運
動
、
農
民
運
動

を
支
援
し
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
法
的
研
究
・
社
会
調

査
セ
ン
タ
ー（C

EJIS
)

の
事
務
所
も
襲
撃
さ
れ
た
。

米
州
機
構
の
イ
ン
ス
ル
サ
事
務
局
長
は
九
月
一
〇

日
、ボ
リ
ビ
ア
で
起
き
て
い
る
暴
力
事
件
に
対
し
て
深

い
憂
慮
と
拒
絶
を
示
し
、あ
ら
た
め
て
対
話
を
呼
び
か

け
た
。イ
ン
ス
ル
サ
事
務
局
長
は
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
政
府
機
関
の
占
拠
、
破
壊
を
、
明
ら
か
な
挑
発
行

為
で
あ
り
、攻
撃
で
あ
る
と
非
難
を
す
る
と
と
も
に
、ボ

リ
ビ
ア
当
局
と
警
察
の
慎
重
な
振
る
舞
い
、政
府
の
明

確
な
指
示
に
基
づ
く
武
器
の
使
用
の
制
限
が
、更
に
ひ

ど
い
結
果
を
避
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、と
明
確
に

述
べ
て
い
る
。

暴
力
行
為
や
人
権
侵
害
を
野
放
し
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、あ
え
て
暴
力
的
な
衝
突
を
狙
っ
て
挑
発
し
、

ま
た
都
合
の
悪
い
情
報
を
発
信
す
る
も
の
を
弾
圧
し
・

・・
も
う
、
民
主
主
義
を
深
め
る
た
め
の「
自
治
」
な
ど
と

い
う
仮
面
す
ら
脱
ぎ
捨
て
た
の
で
あ
ろ
う
。こ
れ
が「
自

治
」
推
進
派
の
真
の
姿
で
あ
る
。
取
り
巻
き
の
暴
力
集

団
が
、
邪
魔
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
排
除
す

る
、
独
裁
「
自
治
」
政
権
を
目
指
し
て
い
る
だ
け
と
い
え

る
。(

九
月
一
一
日
ブ
ロ
グ
記
）

二
、パ
ン
ド
県
に
お
け
る
農
民
虐
殺
か
ら
対
話
へ

九
月
一
一
日
、ボ
リ
ビ
ア
の
北
東
部
、
ブ
ラ
ジ
ル
と

国
境
を
接
す
る
パ
ン
ド
県
で
、
現
モ
ラ
レ
ス
政
権
を
支

持
す
る
農
民
組
織
の
集
会
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
パ

ン
ド
県
知
事
支
持
者
グ
ル
ー
プ
が
、
農
民
グ
ル
ー
プ

を
待
ち
伏
せ
、
襲
撃
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
。
一
八

人
が
死
亡
。更
に
い
ま
だ
六
八
人
の
行
方
不
明
者
が
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。[1

]

こ
の
事
件
で
は
県
知
事
の

支
持
者
や
雇
わ
れ
た
殺
し
屋
が
農
民
を
銃
撃
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
、さ
ら
に
は
川
を
泳
い
で
逃
げ
る
人
々
へ

銃
撃
を
加
え
て
い
る
映
像
が
、政
府
公
報
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。[2

]

こ

の
事
件
の
後
、パ
ン
ド
県
に
は
戒
厳
令
が
敷
か
れ
、
軍

が
展
開
。
数
日
間
を
経
て
、
治
安
を
回
復
。ま
た

16

日
に
は
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
県
知
事
も
軍
に

拘
束
さ
れ
、
首
都
ラ
・
パ
ス
に
移
送
の
後
収
監
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、現
政
権
へ
の
反
対

勢
力
に
よ
る
実
力
行
使
は
終
結
。
政
府
と
紛
争
の
原

因
と
な
っ
て
き
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
話
の

再
開
に
合
意
し
、
炭
化
水
素
直
接
税
の
配
分
、
県
の

自
治
憲
章
と
新
憲
法
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。[3]

ま
た「
南
米
諸
国
連
合
（

U
nasur)

」の
緊
急
首
脳

会
議
が
九
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
、ボ
リ
ビ
ア
政
府

を
全
面
的
に
支
持
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
宣
言

は
、
暴
力
行
為
の
停
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
政
府
関

連
機
関
の
返
還
、パ
ン
ド
に
お
け
る
虐
殺
事
件
を
強
く

非
難
す
る
と
と
も
に
調
査
の
た
め
の
委
員
会
設
置
、ボ

リ
ビ
ア
国
家
の
統
一
、
領
土
の
不
可
分
、対
話
の
再
開

と
法
の
尊
重
に
基
づ
く
解
決
、
対
話
に
同
伴
す
る
委

員
会
の
設
置
な
ど
の
条
項
を
含
ん
で
い
る
。[4

]

国
連
の
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
特
別
報
告

者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ナ
ヤ
氏
は
、
九
月
一
八
日
、

ボ
リ
ビ
ア
の
ベ
ニ
県
、パ
ン
ド
県
、サ
ン
タ
ク
ル
ス
県
、タ
リ

ハ
県
な
ど
東
部
諸
県
に
お
け
る
暴
力
が
、
先
住
民
族

と
そ
の
権
利
の
擁
護
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
機
関
を

危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
と
非
難
す
る
声
明
を
発
表
。特

に
一
一
日
に
パ
ン
ド
県
で
発
生
し
た
、準
軍
事
組
織
に

よ
る
農
民
組
合
に
対
す
る
待
ち
伏
せ
攻
撃
に
よ
る
殺
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害
事
件
、ま
た
頻
発
し
て
い
る
先
住
民
族
組
織
や
支

援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
へ
の
襲
撃
事
件
を
告
発
し
た
。九

月
に
は
ボ
リ
ビ
ア
東
部
先
住
民
族
連
盟（C

ID
O

B
)

、

サ
ン
タ
ク
ル
ス
先
住
民
族
調
整
機
関（

C
PESC

)

と
い

っ
た
先
住
民
族
組
織
に
加
え
、
支
援
組
織
で
あ
る
法

的
研
究
・
社
会
調
査
セ
ン
タ
ー
（

C
EJIS
)

や
農
民
支

援
調
査
セ
ン
タ
ー
（C

IPC
A
)

と
い
っ
たN

G
O

の
事
務

所
が
襲
撃
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

暴
動
の
中
で
、
政
府
の
農
地
改
革
庁
の
出
先
事
務
所

も
各
地
で
占
拠
さ
れ
、文
書
が
焼
失
し
て
い
る
。[5

]

九
月
一
七
日
に
国
際
機
関
の
仲
介
を
受
け
て
開

始
さ
れ
た
モ
ラ
レ
ス
政
権
と「
自
治
」
推
進
派
の
県
知

事
と
の
対
話
に
お
い
て
、炭
化
水
素
直
接
税
の
配
分
と

自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。し
か
し

九
月
末
に
な
っ
て「
自
治
」
推
進
派
の
諸
知
事
は
自
治

以
外
の
点
に
関
し
て
も
新
憲
法
案
を
見
直
す
こ
と
を

要
求
、そ
れ
以
降
対
話
は
頓
挫
し
た
。
一
方
、
双
方
の

代
表
を
含
め
た
専
門
家
会
議
は
、炭
化
水
素
税
の
扱

い
及
び
自
治
に
関
し
て
合
意
文
書
。し
か
し
「
自
治
」

推
進
派
は
最
終
的
に
政
府
と
合
意
を
結
ぶ
こ
と
を
拒

否
。
政
府
側
は
こ
の
専
門
家
会
議
の
結
果
を
新
憲
法

案
修
正
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
。オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
国
連
や
米
州
機
構
の
代

表
も
、こ
の
結
果
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
を
要
請
し

た
。こ

の
対
話
の
終
了
を
受
け
、議
論
は
国
会
の
場
に
移

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
一
日
よ
り
与
党
及
び
野
党

三
党
の
代
表
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
委
員
会
が
新
憲

法
案
の
見
直
し
点
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
お
り
、こ
の

成
果
が
議
会
で
の
審
議
に
取
り
込
ま
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。そ
の
後
の
国
会
審
議
に
お
い
て
は
、
新
憲
法

案
承
認
の
た
め
の
国
民
投
票
法
案
に
つ
い
て
の
審
議
に

際
し
て
新
憲
法
案
の
修
正
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
制
憲
議
会
で
定
め
ら
れ
た
新
憲
法
案
を
ど

の
よ
う
な
手
続
き
に
お
い
て
修
正
す
る
の
か
な
ど
不
透

明
な
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
〇
月
一
三
日
以
降
は
、新
憲
法
制
定
を
支

持
す
る
先
住
民
族
組
織
に
よ
る
大
規
模
な
デ
モ
行
進

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、二
一
日
に
は
五
千
の
デ
モ
隊
が

首
都
ラ
・
パ
ス
に
結
集
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
一
〇
月
一
三
日
記

そ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
グ
等
の
整

理
）
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す
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：
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対
す
る
暴
力
を
強
く

非
難

開
発
と
権
利
の
た
め
の
行
動
セ
ン
タ
ー

http://cade.cocolog-nifty.com
/ao/2008/09/post-

87de.htm
l
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三
、ボ
リ
ビ
ア
・
新
憲
法
承
認
の
た
め
の
国
民
投
票
へ

一
〇
月
二
一
日
、
国
会
に
て
新
憲
法
承
認
の
た
め

の
国
民
投
票
法
が
採
択
さ
れ
た
の
に
続
き
、モ
ラ
レ
ス

大
統
領
は
ム
リ
ー
ジ
ョ
広
場
に
結
集
し
た
大
規
模
な

デ
モ
隊
を
前
に
、
法
を
公
布
。
二
〇
〇
九
年
一
月
二

五
日
に
新
憲
法
承
認
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は
人
々
と
と
も

に
新
憲
法
制
定
に
向
け
た
着
実
な
前
進
を
祝
し
た
。

九
月
一
一
日
の
農
民
虐
殺
事
件
以
降
進
め
ら
れ

た
対
話
の
成
果
は
、
国
会
に
引
き
継
が
れ
一
〇
月
一

一
日
か
ら
四
党
の
代
表
に
よ
っ
て
新
憲
法
案
の
修
正

に
関
す
る
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。こ
の
結
果
、全
て

の
修
正
点
に
つ
い
て
、
与
野
党
の
合
意
が
形
成
さ
れ
、

百
カ
所
ほ
ど
の
修
正
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

国
会
で
は
、ま
ず
制
憲
議
会
で
採
択
さ
れ
た
新
憲

法
案
を
国
会
で
修
正
す
る
た
め
に
、
制
憲
議
会
の
設

置
に
つ
い
て
定
め
た
憲
法
第
二
三
二
条
の
解
釈
法
を

採
択
。そ
の
上
で
新
憲
法
案
を
修
正
し
た
上
で
、国
民

投
票
法
を
採
択
し
た
。
大
農
園
の
土
地
面
積
上
限
に

つ
い
て
定
め
る
第
三
九
八
条
に
つ
い
て
は
、
五
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
二
案
を
併
記
し
て
、
国
民

に
問
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
土
地
面
積
に
関
す

る
規
定
の
適
用
は
先
送
り
す
る
方
針
も
同
意
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
ま
で
対
立
点
と
な
っ
て
い
た
再
選
規
定
に
つ
い

て
は
、モ
ラ
レ
ス
大
統
領
が
新
憲
法
下
で
は
一
期
の
み

に
出
馬
す
る
と
い
う
方
針
を
明
言
し
、
合
意
に
達
し

た
。ま
た
新
憲
法
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、最
初
の

総
選
挙
を
二
〇
〇
九
年
一
二
月
六
日
に
行
う
予
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。

更
に
政
府
側
は
、こ
の
新
憲
法
案
に
基
づ
く
修
正

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
、タ
リ
ハ
、ベ
ニ
、

パ
ン
ド
の
四
県
の
自
治
憲
章
を
承
認
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
と
の
こ
と
。1

新
憲
法
案
及
び
自
治
を
巡
っ
て
国
が
２
分
さ
れ
る

深
い
対
立
を
乗
り
越
え
、対
話
に
よ
っ
て
合
意
を
形
成

し
た
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
更
に
、
新
し
い
ボ
リ
ビ
ア
を
目
指
す
先
住

民
族
の
人
々
の
尽
き
ぬ
こ
と
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
。こ
れ
か

ら
先
に
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
、新
し
い
ボ
リ
ビ
ア
を
生

み
出
す
プ
ロ
セ
ス
が
平
和
的
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、私
た
ち
も
学
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
が
多
々

あ
る
よ
う
に
思
う
。(

一
〇
月
二
二
日

記)

1

http://w
w

w
.erbol.com

.bo/noticia1.php?identifi

cador=530&
bdatos=notiportada3

四
、
南
米
諸
国
連
合
、ボ
リ
ビ
ア
、パ
ン
ド
県
に
お
け
る

農
民
虐
殺
を
人
道
に
対
す
る
罪
と
断
罪

南
米
諸
国
連
合
（U

N
A

SU
R
)

が
任
命
し
た
真
相

究
明
委
員
会
に
よ
る
、ボﾞﾘ

ﾋ
ﾞｱ

の
パ
ン
ド
県
に
お
け

る
事
件
の
報
告
書
が
、一
二
月
三
日
エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
大

統
領
に
提
出
さ
れ
た
。こ
の
委
員
会
は
九
月
一
一
日

に
パ
ン
ド
県
で
発
生
し
た
農
民
虐
殺
事
件
の
真
相
を

究
明
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
奇
し

く
も
九
月
一
一
日
は
三
五
年
前
、ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
に

よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、チ
リ
の
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ア

ジ
ェ
ン
デ
政
権
が
倒
さ
れ
た
日
で
あ
る
。南
米
諸
国
連

合
の
議
長
を
務
め
る
チ
リ
のﾊ

ﾞﾁ
ｪ
ﾚ

大
統
領
は
、九

月
一
五
日
に
緊
急
に
首
脳
会
談
を
開
催
し
、ア
ジ
ェ
ン

デ
大
統
領
が
殺
害
さ
れ
た
モ
ネ
ダ
宮
に
お
い
て
、モ
ラ

レ
ス
政
権
の
全
面
的
な
支
持
、
農
民
虐
殺
事
件
へ
の

強
い
非
難
、
真
相
究
明
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
盛
り
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込
ん
だ「
モ
ネ
ダ
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

こ
の「
モ
ネ
ダ
宣
言
」に
基
づ
い
て
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人

の
弁
護
士
で
あ
る
ロ
ド
ル
フ
ォ
・
マ
タ
ロ
ー
ジ
ョ
を
責
任

者
と
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
証
人
か
ら
の
聞
き

取
り
な
ど
の
上
で
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。1

こ
の
事
件
は
、
集
会
に
向
か
う
モ
ラ
レ
ス
政
権
支
持

派
の
農
民
や
学
生
が
、反
政
府
派
の
県
知
事
支
持
者

な
ど
に
よ
っ
て
足
止
め
を
受
け
た
上
に
、
銃
撃
を
受
け

て
多
数
が
殺
害
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
、

正
確
な
死
者
数
は
把
握
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、少
な

く
と
も
二
〇
名
の
農
民
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

さ
れ
て
い
る
。ま
た
病
院
に
運
び
込
ま
れ
た
負
傷
者
が

引
き
ず
り
出
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
更

に
こ
の
行
進
に
参
加
し
て
い
た
若
い
学
生
が
県
知
事
支

持
者
に
捕
ま
り
、
耳
を
切
り
取
る
と
い
っ
た
拷
問
を
受

け
た
上
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
証
言
も
あ
り
、こ
の
こ
と
は

検
死
報
告
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
件
に
つ
い
て
、報
告
書
は
、組
織
的
に
農

民
が
殺
害
さ
れ
た
こ
の
事
件
を
、「
虐
殺
」で
あ
り
、
人

道
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
。

ま
た
当
時
、警
察
が
こ
の
殺
害
事
件
を
止
め
よ
う
と
も

し
な
か
っ
た
こ
と
も
告
発
し
て
い
る
。

ボ
リ
ビ
ア
の
大
手
新
聞
や
野
党
な
ど
は
こ
の
報
告

書
に
対
し
て
、「
偏
向
し
て
い
る
」
、「
政
府
よ
り
だ
」と
し

て
反
発
を
し
て
い
る
。し
か
し
無
防
備
な
農
民
に
対
し

て
一
方
的
に
銃
撃
を
加
え
た
事
実
を
前
に
、
拷
問
が

行
わ
れ
た
事
実
を
前
に
、な
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る

で
あ
ろ
う
。
流
血
事
件
の
さ
な
か
に
、
拘
束
し
た
農
民

（
も
し
く
は
学
生
）に
対
し
て
、「
金
で
買
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
」と
脅
迫
し
な
が
ら
マ
イ
ク
を
向
け
て
い
た
パ
ン
ド
県

庁
の
広
報
職
員
が
、こ
の
国
で
は
望
ま
れ
て
い
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
像
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
る
。

(

一
二

2

月
一
二
日
記)

報
告
書
は
次
の
サ
イ
ト
に
本
文
の
み
が
公
開
さ
れ

1て
い
る
。

C
O

M
ISIO

N
D

E
U

N
A

SU
R

PA
R

A
EL

ESC
LA

R
EC

IM
IEN

TO
D

E
LO

S
H

EC
H

O
S

D
E

PA
N

D
O
(2008.11)

http://w
w

w
.abi.bo/abi/banner_240_240/inform

e_unasur.pdf

次
の
サ
イ
ト
の
映
像
に
よ
る

2

http://w
w

w
.abi.bo/abi/banner_240_240/docum

ental_pando.sw
f

五
、エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
政
権
の
改
革
と「
自
治
」

（
日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
「『
そ
ん
り
さ
』に
七
月
、九
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て
掲
載
し
た
記
事
の
整
理
で
あ
る
。）

本
論
で
は
現
在
の
ボ
リ
ビ
ア
の
動
向
を
理
解
す
る

た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、モ
ラ
レ
ス
大
統
領
が
就
任

演
説
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
い
く
つ
か
の
課
題
と
そ
の

実
現
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
、
更
に「
自
治
」と
土
地

問
題
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。

エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
政
権
の
二
年
半
の
歩
み

就
任
演
説
に
お
い
て
、ま
ず
第
一
に
取
り
上
げ
て
い

る
の
は
先
住
民
族
に
対
す
る
差
別
と
抑
圧
の
問
題
で

あ
る
。こ
れ
は
新
憲
法
案
に
大
き
く
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、そ
れ
に
加
え
て
、二
○
○
七
年
十
一
月
七

七
日
に
は
、
同
年
九
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
先

住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」に
定
め
ら
れ

た
四
六
の
条
文
を
国
内
法
と
同
等
の
位
置
づ
け
と
す
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る
と
定
め
た
法-

三
七
六
○
を
公
布
し
て
い
る
。こ
れ
は

世
界
で
も
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、国
際
社
会
に
モ

ラ
レ
ス
政
権
の
意
志
と「
先
住
民
族
の
権
利
宣
言
」の

可
能
性
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
モ
ラ
レ
ス
政
権
誕
生
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

テ
ー
マ
と
し
て
は
、天
然
ガ
ス
及
び
地
下
資
源
の
国
有

化
が
あ
る
。就
任
演
説
で
は
、「
単
に
国
有
化
す
る
の
で

は
な
く
、そ
れ
を
工
業
化
す
る
」
と
い
う
方
向
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
関
し
て
は
、ま
ず
二
○
○
六
年

五
月
に
大
統
領
令
二
八
七
○
一
が
公
布
さ
れ
、炭
化

水
素
（
天
然
ガ
ス
、
石
油
）の「
国
有
化
」
が
進
め
ら
れ

た
。こ
の
法
で
は
、炭
化
水
素
の「
国
有
化
」と
、こ
れ
ら

の
資
源
の
所
有
権
、
占
有
権
お
よ
び
そ
の
管
理
の
国

家
へ
の
全
面
的
な
回
復
を
宣
言
し
て
い
る
。ま
た
ボ
リ

ビ
ア
石
油
公
社（
Ｙ
Ｐ
Ｆ
Ｂ
）に
よ
る
生
産
、工
業
化
等

の
管
理
、
石
油
公
社
に
よ
る
主
要
採
掘
企
業
の
五
一

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
株
式
の
取
得
、一
八
○
日
以
内
の

新
契
約
の
締
結
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
後
、

各
主
要
企
業
と
の
契
約
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、モ
ラ

レ
ス
大
統
領
は
二
○
○
八
年
は
新
し
い
投
資
を
進
め

る
年
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。
世
界
的
な
資
源
価
格

の
高
騰
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
政
府
の
炭
化

水
素
関
連
税
収
は
二
○
○
五
年
の
九
億
八
千
七
百

万
ド
ル
か
ら
二
○
○
七
年
に
は
二
十
億
ド
ル
以
上
に

増
加
し
た
と
い
う
。（
○
八/

○
一/

二
三

Prensa

紙
）

こ
の
税
収
は
年
金
の
財
源
と
な
り
、ボ
リ
ビ
ア
国
の
社

会
保
障
制
度
の
強
化
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
就
任
演
説
に
お
い
て
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ（
非

生
産
的
な
大
農
園
）の
問
題
も
取
り
上
げ
て
い
る
。「
ラ

テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
は
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
。し
か
し
権

力
集
団
の
利
害
に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
ラ
テ
ィ

フ
ン
デ
ィ
オ
が
存
在
し
て
い
る
。ど
う
し
て
ラ
テ
ィ
フ
ン

デ
ィ
オ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
。
一
頭
の
牛
の
た
め
の
二
十
や
三
十
、
四
十
、
五
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
必
要
だ
、な
ど
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
で

あ
ろ
う
か
。五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
持
つ
た
め
に
は

牛
に
な
る
し
か
な
い
、と
い
う
こ
と
な
の
か
」
、と
モ
ラ
レ
ス

大
統
領
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
必
要
性
、
不

平
等
と
不
正
義
を
変
革
す
る
必
要
を
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
し
て
い
る
土
地
、
社
会
・
経
済
的
な
機
能

を
果
た
し
て
い
る
農
園
に
つ
い
て
は
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

ろ
う
と
、五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
ろ
う
と
尊
重
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
述
べ
つ
つ
も
、囲
い
込
ん
で
、商
機
を
探
し
て
い

る
だ
け
の
土
地
に
関
し
て
は
国
家
に
回
復
し
て
、土
地

の
な
い
も
の
に
分
配
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

更
に
こ
う
し
た
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
に
お
い
て
、
特
に

ボ
リ
ビ
ア
東
部
地
域
に
お
い
て「
奴
隷
」
が
存
在
す
る

と
新
聞
な
ど
が
伝
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、嘘
と
し
か

思
え
な
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、も
し
本
当
に「
奴
隷
」

が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
う
し
た
制
度
を
廃
止
し
、人
々

は
東
部
ボ
リ
ビ
ア
の
土
地
所
有
者
に
な
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
発
言
し
て
い
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は(4)

で

詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
汚
職
対
策

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
最
も
重
要
な
も

の
は
次
に
あ
げ
る
憲
法
改
正
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

新
憲
法
制
定

諸
改
革
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
が
新
憲
法
制
定

で
あ
る
。モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は
こ
の
新
憲
法
制
定
を「
単

な
る
憲
法
の
改
正
で
は
な
く
、ボ
リ
ビ
ア
の
再
設
立
で

あ
り
、
国
中
の
先
住
民
族
や
民
衆
運
動
の
仲
間
た
ち

が
求
め
て
い
た
も
の
だ
」と
述
べ
、、制
憲
議
会
が
、多
様

性
の
中
で
の
連
合
と
い
う
方
向
性
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
を
求
め
て
い
る
。ま
た
自
治
に
関
す
る
国
民
投
票

の
尊
重
と
、
先
住
民
族
と
し
て
の
自
治/

自
決
を
求
め
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て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

二
○
○
六
年
三
月
六
日
に
制
憲
議
会
招
集
及
び

自
治
に
関
す
る
国
民
投
票
実
施
に
関
す
る
法
が
施

行
さ
れ
、
同
年
七
月
二
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
。こ
の

結
果
、
与
党
Ｍ
Ａ
Ｓ（
社
会
主
義
運
動
党
）が
約
半
数

を
占
め
る
形
で
制
憲
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。ま
た
九

県
中
、四
県（
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
、パ
ン
ド
県
、ベ
ニ
県
、タ

リ
ハ
県
）に
お
い
て
自
治
賛
成
が
過
半
数
を
上
回
り
、

「
新
憲
法
に
基
づ
い
て
」
自
治
を
確
立
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
。

八
月
二
日
、
制
憲
議
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
当
初

か
ら
採
決
の
手
続
き
に
関
す
る
問
題
で
混
乱
が
発
生

す
る
。そ
の
後
の
制
憲
議
会
に
お
け
る
新
憲
法
案
採

択
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
見
て
き
て
い

な
い
の
で
こ
こ
で
十
分
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
大
枠
は
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

制
憲
議
会
は
一
年
の
任
期
を
延
長
し
て
一
年
半

と
な
っ
た
が
、Ｍ
Ａ
Ｓ
政
権
及
び
Ｍ
Ａ
Ｓ
派
の
議
員
が

過
半
数
を
占
め
る
制
憲
議
会
で
進
め
ら
れ
る
改
憲
に

対
し
て
、そ
も
そ
も
改
革
に
反
対
す
る
勢
力
、こ
れ
ま

で
の
利
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
勢
力
、自
治

の
あ
り
方
で
疑
念
を
示
す
勢
力
な
ど
が
、サ
ボ
タ
ー
ジ

ュ
す
る
形
で
制
憲
プ
ロ
セ
ス
は
進
行
。
最
終
的
に
二
〇

〇
七
年
一
二
月
九
日
に
、反
対
派
を
排
除
す
る
よ
う

な
形
で
新
憲
法
案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
き
な

反
発
を
招
く
と
と
も
に
、新
憲
法
案
を
望
ま
し
く
思
っ

て
い
な
い
勢
力
や
自
治
推
進
派
に
格
好
の
口
実
を
与

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

採
択
さ
れ
た
新
憲
法
案
は
次
に
記
す
よ
う
な
、
国

家
の
多
元
性
、
多
様
性
の
尊
重
、
先
住
民
族
の
自
決

権
他
諸
権
利
の
保
証
、
平
和
国
家
と
し
て
の
宣
言
な

ど
を
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

-

国
と
し
て
の
統
合
的
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
お
け
る
多
元

性
、
政
治
・
経
済
・
法
的
・
文
化
的
・
言
語
的
多
様
性
に

依
拠
す
る
。

-

国
家
的
統
一
の
中
で
の
先
住
民
族
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

民
族
）の
自
決
権
を
保
証
す
る
。

-

ス
ペ
イ
ン
語
及
び
三
六
の
先
住
民
族
言
語
を
公
用

語
と
定
め
る
。

-

国
家
は
多
元
社
会
に
お
け
る
次
の
倫
理
的-

モ
ラ
ル
の

原
則
を
促
進
す
る
。am

a
qhilla,

am
a

llulla,
am

a

suw
a
(

怠
け
ず
、
嘘
を
つ
か
ず
、
泥
棒
を
し
な
い
）、

sum
a

qam
aña
(

よ
く
生
き
る),ñandereko

(
調
和

的
な
生
活)

、teko
kavi

(

よ
い
生
活
）、ivi

m
araei

(

悪
い
も
の
の
な
い
土
地)

y
qhapaj

ñan
(

高
貴
な
る

道)

-

平
和
国
家
で
あ
り
、
平
和
の
文
化
と
平
和
へ
の
権
利

の
促
進
す
る
こ
と
。

-

国
家
間
の
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
の
武
力
の
行
使

を
し
な
い
。（
自
衛
権
を
留
保
）

-

３
つ
の
民
主
主
義
（
直
接
・
参
加
、代
議
制
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）

-

水
と
食
糧
へ
の
権
利
。
安
全
で
適
切
か
つ
十
分
な
食

糧
を
国
民
に
保
証
す
る
国
家
の
責
務

-

広
範
な
先
住
民
族
の
権
利
の
承
認（
第
三
○
条
）

こ
の
新
憲
法
案
は
、未
定
事
項
と
な
っ
て
い
る
土
地

所
有
面
積
の
上
限
（
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
一
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
か
）を
含
め
、国
民
投
票
に
よ
る
判
断
を
仰
ぐ
必

要
が
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
一
度
計
画
さ
れ
た
国
民

投
票
は
延
期
と
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

自
治
の
動
き

一
方
、「
自
治
」
推
進
派
、あ
る
い
は
モ
ラ
レ
ス
政
権

に
よ
る
改
革
を「
中
央
集
権
的
」と
し
て
改
革
を
逃
れ

よ
う
と
す
る
勢
力
は
、新
憲
法
案
が
、自
治
権
を
適
切
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に
保
証
し
て
い
な
い
、あ
る
い
は
制
定
プ
ロ
セ
ス
が
非
民

主
的
で
あ
る
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
お
け
る
自
治

憲
章
の
承
認
の
た
め
の「
住
民
投
票
」の
実
施
を
通
じ

て
、「
自
治
」の
既
成
事
実
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
二
○
○
八
年
五
月
四
日
に
実
施
さ
れ
た
サ
ン
タ
・

ク
ル
ス
県
に
お
け
る「
住
民
投
票
」
を
皮
切
り
に
ベ
ニ
、パ

ン
ド
、タ
リ
ハ
県
で
独
自
の
自
治
憲
章
の
承
認
の
た
め

の「
住
民
投
票
」
が
行
わ
れ
、「
自
治
」の
既
成
事
実
化

が
進
み
つ
つ
あ
る
。

サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
に
お
け
る
「
住
民
投
票
」の
結
果

は
、
最
終
的
に
八
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
治
憲
章
案

に
賛
成
票
を
投
じ
て
い
る
。し
か
し
反
対
派
は
違
法
な

手
続
き
に
よ
る
こ
の「
住
民
投
票
」に
対
し
て
棄
権
を

呼
び
か
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
投
票
率
は
過
去
よ
り

も
低
く
、棄
権
は

三
七
・
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
パ
ン
ド
、ベ
ニ
、タ
リ
ハ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
県
で
も
自

治
賛
成
が
八
割
程
度
を
確
保
す
る
と
い
う
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、モ
ラ
レ
ス
政
権
は
、そ
も
そ
も
自
治
制
度
を

確
立
す
る
た
め
に
は
憲
法
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
現

在
の
動
き
は
憲
法
に
基
づ
か
な
い「
自
治
」で
あ
る
こ

と
、ま
た「
住
民
投
票
」の
手
続
き
が
現
行
法
に
則
っ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、こ
の「
住
民
投
票
」
は
拘

束
力
を
持
た
な
い
、
意
識
調
査
に
過
ぎ
な
い
と
見
な

し
、実
施
を
放
任
し
て
き
た
。ま
た
こ
れ
ら
の「
住
民
投

票
」に
対
し
て
は
米
州
機
構
や
欧
州
連
合
に
よ
る
選

挙
監
視
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た「
自
治
」の
動
き
に
対
し
て
モ
ラ
レ
ス
大
統

領
はB

B
C

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、自
治
を
進
め

る
た
め
に
は
、ま
ず
憲
法
を
改
正
し
、そ
の
上
で
手
続

き
を
踏
ん
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
て
い

る
。ま
た
問
題
の
本
質
は
「
自
治
で
も
、
自
治
憲
章
で

も
な
く
、エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
な
の
だ
」
、「
先
住
民
族
の
農
民

が
大
統
領
で
あ
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
だ
」
、

「
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
寡
頭
支
配
層
が
国
の
政
治

権
力
を
失
っ
た
時
、い
つ
も
連
邦
主
義
を
巡
る
闘
争
が

起
き
て
い
る
。そ
し
て
政
権
を
回
復
す
る
と
自
治
な
ど

忘
れ
て
し
ま
う
」
と
語
っ
て
い
る
。(08/04/23

B
B

C
-M

undo

）

ま
た
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
の
自
治
推
進
派
の
中
に
も

今
回
の「
住
民
投
票
」
プ
ロ
セ
ス
の
違
法
性
や
自
治
憲

章
案
の
非
民
主
的
な
性
格
な
ど
を
問
題
視
す
る
動

き
も
あ
る
。自
治
は
進
め
た
い
が
現
在
の
自
治
憲
章
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、ボ
リ
ビ
ア
の
憲
法
の
枠
組

み
、つ
ま
り
憲
法
改
正
を
踏
ま
え
て
、
正
統
性
の
あ
る

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
自
治
を
進
め
た
い
、そ
う
し
た
声
が
存

在
し
て
い
る
。
二
○
○
六
年
の
国
民
投
票
で
支
持
さ

れ
た
の
は
、
憲
法
改
正
に
基
づ
く
自
治
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
改
正
案
に
不
満
を
持
つ
野
党
右

派
勢
力
を
中
心
と
し
て
現
在
の「
自
治
」の
動
き
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
今
回
の
自
治
憲
章
制
定
プ
ロ
セ

ス
に
は
、
正
統
な
手
続
き
を
踏
ん
だ
代
表
選
出
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、つ
ま
り
誰
か
の
考
え
た
「
自
治
」

が
、あ
た
か
も
自
治
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
推
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
。さ
ら
に
は
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
サ
ン
タ
・
ク

ル
ス
県
住
民
が
こ
の
内
容
を
知
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。（

Santa
C

ruz
SO

M
O

S

TO
D

O
S
)

更
に「
自
治
」の
背
後
に
、土
地
問
題
へ
の
利
害
が
あ

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
の
大
土

地
所
有
は
、
軍
政
期
に
お
け
る
に
違
法
な
土
地
分
配

を
も
と
に
強
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
政
下
に
お

い
て
も
、サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
な
ど
の
東
部
出
身
者
が
農

業
大
臣
を
歴
任
す
る
な
ど
、
経
済
・
政
治
的
権
力
を

保
持
し
て
き
て
い
る
。こ
う
し
た
大
土
地
所
有
者
、ア
グ
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リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
サ
ン
タ
・
ク

ル
ス
県
の
経
済
エ
リ
ー
ト
層
が「
自
治
」
推
進
派
で
重

要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
に
本
部
を
置
き
、
農
業
政
策
や

土
地
政
策
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
て
い
る
「
フ
ン
ダ
シ

オ
ン
・
テ
ィ
エ
ラ
」の
ミ
ゲ
ル
・
ウ
リ
オ
ス
テ
所
長
は
、自
治

憲
章
は
、県
政
府
、実
際
に
は
県
知
事
に
土
地
所
有
の

規
定
に
関
す
る
権
限
を
集
中
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、「
自
治
憲
章
の
目
的
は
、現
在
の
土

地
所
有
構
造
と
非
生
産
的
な
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
を

擁
護
す
る
こ
と
に
あ
る
」と
断
言
し
て
い
る
。

ま
た
農

地
法
を
履
行
し
土
地
を
分
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
現

政
権
の
政
治
的
意
志
が
、不
要
に
対
立
を
煽
っ
て
い
る

よ
う
な
点
も
あ
る
が
、現
在
の
政
治
的
対
立
の
主
た
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
「
フ
ン
ダ
シ
オ
ン
・
テ
ィ
エ
ラ
」は
サ
ン
タ
・

ク
ル
ス
県
の
自
治
憲
章
案
が
持
つ
、先
住
民
族
に
対
す

る
排
除
的
な
性
格
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

・
こ
の
自
治
憲
章
案
は
「
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
生
ま
れ
の
先

住
民
族
」
と
い
う
定
義
を
行
い
、
民
族
グ
ル
ー
プ
と
し

て
五
つ
を
明
示
し
て
い
る
が
、こ
の
定
義
は
サ
ン
タ
・
ク
ル

ス
に
住
む
先
住
民
族
の
約
六
割
を
排
除
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。（
高
地
か
ら
の
移
民
を
排
除
し
て
い

る
こ
と
と
な
る
）

・
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
の
先
住
民
族
人
口
の
五
六
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
ア
イ
マ
ラ
や
ケ
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
は
言
及

も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

・
議
員
の
構
成
に
お
い
て
も
一
民
族
一
名
で
計
五
名
の

代
表
し
か
認
め
て
い
な
い
。

・
先
住
民
族
の
う
ち
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
都
市
や
町
に

居
住
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
配
分
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
む
先
住
民
族
に
の
み
に
行
う
と
し
て
い

る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
自
治
憲
章
案
は
新
し
い
国
家
像
を
生

み
出
す
の
で
は
な
く
、
先
住
民
族
へ
の
排
除
を
更
に
進

め
、
先
住
民
族
の
権
利
を
領
域
に
押
し
込
め
る
「
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
」で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

更
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、「
自
治
」
推
進
派
の
暴

力
集
団
と
な
っ
て
い
る
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
青
年
連
合

（

U
JC
)

が
、差
別
的
・
暴
力
的
な
振
る
舞
い
を
続
け
て

い
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
る
。
今
後
の
展
開

次
第
で
暴
力
的
な
反
動
を
強
め
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。

農
地
改
革

ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
の
解
体
と
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
と

結
び
つ
い
た
奴
隷
制
度
の
解
体
は
、モ
ラ
レ
ス
政
権
の

就
任
時
か
ら
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。こ
の
た

め
の
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
農
地
改
革
法
の
改

正
で
あ
る
。農
地
改
革
法（Ley

IN
R

A
/

法
一
七
一

五
号
）は
一
九
九
六
年
一
○
月
に
施
行
さ
れ
た
も
の

で
、
農
地
改
革
国
家
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
的
構
造
及
び

そ
の
権
限
、ま
た
土
地
分
配
制
度
を
定
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
法
一
七
一
五
号
の
改
正
法
で
あ
る
、「
農
地
改

革
の
共
同
体
的
再
編
法
：Ley

de
R

econducción

C
om

unitaria
de

la
R

eform
a

A
graria

/

法
三
五

四
五
号
）が
二
○
○
六
年
一
一
月
二
九
日
に
公
布

さ
れ
た
。こ
の
法
三
五
四
五
号
で
は
一
七
一
五
号
法

の
条
文
ご
と
に
、
補
足
、
修
正
を
行
う
と
い
う
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は
公
布
に
あ
た
り
、「
こ
の
法
律
の

承
認
で
、ボ
リ
ビ
ア
の
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
は
終
わ
っ
た
。

我
々
は
大
地
主
を
終
わ
ら
せ
る
手
段
を
手
に
し
た

が
、こ
れ
は
共
に
歩
み
、
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
前
進
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す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、「
農
地
革
命
は
、
単
な
る
土
地

分
配
で
は
な
く
、機
械
化
及
び
市
場
と
と
も
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
。」
、「
こ
の
闘
争
は
権
力
と
、テ
リ
ト
リ
ー

の
た
め
の
闘
争
で
あ
り
、
先
祖
た
ち
か
ら
の
闘
争
な
の

だ
。ト
ゥ
パ
ク
・
カ
タ
リ
、バ
ル
ト
リ
ー
ナ
・
シ
サ
そ
し
て
命

を
失
っ
た
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
の
闘
争
な
の
だ
」と
語
っ
て

い
る
。

重
要
な
改
正
点
と
し
て
は

第
二
条
に
お
い
て「
経
済
的
・
社
会
的
機
能
」
を
厳

密
に
検
証
す
る
た
め
の
規
定
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
。

（
旧
法
第
二
条
の
改
正
）こ
こ
で
は
拡
大
予
定
地
の
定

義
、
放
牧
地
の
定
義
、ま
た
「
環
境
の
た
め
の
地
役
権

設
定
」
と
「
経
済
的
・
社
会
的
機
能
」の
関
係
な
ど
を

定
義
し
て
い
る
。

第
一
三
条
に
お
い
て
は
、経
済
的
・
社
会
的
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
土
地
を
回
復
す
る
た
め
の
告
発
を
行
え

る
主
体
が
、こ
れ
ま
で
は
農
地
監
督
局
だ
け
で
あ
っ
た

の
が
、
国
家
農
地
委
員
会
に
所
属
す
る
農
民
組
織
な

ど
に
幅
広
く
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。（
法
一
七

一
五
号
一
八
条
第
七
項
の
改
正
）

第
二
九
条
に
お
い
て「
経
済
・
社
会
的
機
能
を
果
た
し

て
い
な
い
土
地
」
が
国
有
地
へ
の
回
復
対
象
と
な
り
う

る
こ
と
を
明
確
に
記
し
た
こ
と
。

第
三
二
条
で
二
年
ご
と
に「
経
済
・
社
会
的
機
能
」の

検
証
を
行
う
こ
と
。

第
三
四
条
で
は
、
公
益
の
た
め
に
収
用
の
対
象
と
な
っ

た
土
地
の
分
配
に
つ
い
て
、旧
法
で
は
入
札
で
あ
っ
た
も

の
を
、「
先
住
民
族
に
限
り
そ
の
要
請
に
基
づ
い
て
分

配
す
る
と
し
て
い
る
」こ
と
。

ま
た
移
行
措
置
一
一
項
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
に
、ま
た

現
在
実
施
中
の
所
有
権
確
定
手
続
き
に
お
い
て
、
利

用
可
能
な
国
有
地
と
さ
れ
た
土
地
は
、先
住
民
族
及

び
先
住
民
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
農
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
土
地

な
し
在
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
る
い
は
十
分
な
土
地
を
有

さ
な
い
者
に
の
み
分
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
、と
し
て

い
る
点
。こ
れ
は
旧
法
一
七
条
に
お
け
る
一
般
的
な
土

地
分
配
対
象
規
定
よ
り
も
、先
住
民
族
を
対
象
と
す

る
意
図
を
強
め
て
い
る
。

こ
の
農
地
改
革
法
の
改
正
が
、
次
に
述
べ
る
グ
ア
ラ

ニ
先
住
民
族
に
対
す
る
対
応
の
重
要
な
法
的
基
盤
と

な
る
。

グ
ア
ラ
ニ
先
住
民
族

モ
ラ
レ
ス
大
統
領
が
就
任
演
説
に
お
い
て
、「
ボ
リ
ビ

ア
に
お
け
る『
奴
隷
』の
存
在
」と
し
て
取
り
上
げ
た
の

は
、ボ
リ
ビ
ア
南
・
東
部
の
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
、チ
ュ
キ
サ

カ
県
、タ
リ
ハ
県
に
ま
た
が
る
チ
ャ
コ
地
方
を
中
心
に
居

住
し
て
い
る
グ
ア
ラ
ニ
民
族
で
あ
る
。

グ
ア
ラ
ニ
民
族
は
現
在
一
○
万
弱
の
人
口
で
あ
る

が
、こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
六
百
家
族
、
七
千
人
近
く

が
農
園
主
に
隷
属
し
た
状
態-

奴
隷
に
類
す
る
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
国
際
労
働
機

関
の
報
告
書
は
「
一
九
五
○
年
代
の
農
地
改
革
ま
で

ボ
リ
ビ
ア
に
存
在
し
て
い
た
半
封
建
的
な
関
係
へ
の
類

似
」
を
、
米
州
人
権
委
員
会(C

ID
H
)

の
報
告
書
は

「
債
務
に
よ
っ
て
隷
属
状
態
に
置
か
れ
て
お
り
、
奴
隷

制
に
類
似
し
た
状
態
」と
指
摘
し
て
い
る
。

報
告
書
は
次
の
よ
う
な
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

グ
ア
ラ
ニ
民
族
の
農
園
労
働
者
は
長
時
間
の
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
、服
従
し
な
い
態
度
を
見
せ
れ
ば
体

罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
賃
金
を
物
納
で
受
け
取

り
、あ
る
い
は
わ
ず
か
な
現
金
を
受
け
取
っ
て
も
、農
園

主
を
通
じ
て
高
価
格
の
日
用
品
を
購
入
す
る
こ
と
で

債
務
に
縛
ら
れ
る
。
債
務
が
あ
る
限
り
農
園
に
縛
り

付
け
ら
れ
る
。時
に
は
債
務
の
支
払
い
を
通
じ
て
、他
の

農
園
主
に
引
き
渡
さ
れ
る
。子
ど
も
は
学
校
へ
行
く
た

め
に
、農
園
主
の
も
と
で
働
か
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た「
大
農
園
主
と
地
方
当
局
者
と
の
権
力
関
係

が
、
囚
わ
れ
て
い
る
グ
ア
ラ
ニ
農
民
が
政
治
的
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
て
き
た
」と
二
○
○
五
年
の
国

際
労
働
機
関
の
報
告
書
は
指
摘
し
て
い
る
。
大
農
園

主
は
地
域
の
政
治
権
力
を
握
り
、ま
た
中
央
政
府
も

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
農
園
内
で
囚
わ

れ
、
債
務
に
よ
っ
て
奴
隷
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
農
民

が
い
る
こ
と
は
、二
○
○
五
年
の
国
際
労
働
機
関
の
報

告
書
や
二
○
○
七
年
のC

ID
H

の
報
告
書
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。法
務
・
人
権
省
も
一

九
九
九
年
に
は
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
調
査
報

告
書
は
内
部
の
機
密
文
書
と
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。（
二
○
○
五
：ILO

)

こ
う
し
た
状
況
に
風
穴
を
開
け
た
の
が
モ
ラ
レ
ス
政

権
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
農
地
改
革
法
の
改
正
に
続

き
、
二
○
○
七
年
一
○
月
に
グ
ア
ラ
ニ
民
族
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
省
庁
間
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、

労
働
条
件
の
改
善
、
土
地
供
与
な
ど
を
含
ん
だ
行
動

計
画
が
策
定
さ
れ
る
。ま
た
農
地
改
革
省
も
、
二
○

○
八
年
に
入
っ
て
正
式
に
先
住
民
族
テ
リ
ト
リ
ー
の

確
定
に
向
け
て
手
続
き
に
入
っ
た
。
十
分
な
社
会
的

機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
土
地
の
収
用
を
可
能
と
し

た
改
正
農
地
改
革
法
な
ど
を
手
に
、政
治
的
な
意
志

を
持
っ
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
二
○

○
七
年
に
公
表
さ
れ
たC

ID
H

の
報
告
書
に
あ
る
勧

告
と
並
べ
て
み
て
も
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

C
ID

H

は「
強
制
労
働
と
隷
属
状
態
を
根
絶
す
る
た

め
に
、
土
地
所
有
権
の
承
認
と
登
記
の
プ
ロ
セ
ス
を
強

化
す
る
こ
と
、
農
村
部
に
お
け
る
労
働
権
と
社
会
的

な
権
利
に
関
す
る
す
べ
て
の
柔
軟
な
対
応
を
排
除
す

る
こ
と
」
、「
奴
隷
と
類
似
の
隷
属
状
態
と
強
制
労
働

に
関
し
て
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
数
や

家
族
数
の
把
握
も
含
め
、
早
急
に
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
」
、な
ど
を
勧
告
し
て
い
る
。
当
た
り
前
の
動
き
が

始
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
中
で
ア
ル
タ
・
パ
ラ
ペ
テ
ィ
に
お
け

る
衝
突
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
二
○
○
八
年
四
月
一

三
日
、サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
県
の
南
西
に
位
置
す
る
カ
ミ
リ

に
お
い
て
、ア
ル
タ
・
パ
ラ
ペ
テ
ィ
の
グ
ア
ラ
ニ
先
住
民
族

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
土
地
所
有
権
確
定
手
続
き
を
進
め
る

た
め
に
地
域
に
入
っ
て
い
た
農
地
改
革
庁
の
職
員
や
グ

ア
ラ
ニ
先
住
民
族
と
、
手
続
き
を
妨
害
す
る
た
め
に
道

路
封
鎖
を
行
っ
て
い
た
地
域
の
大
農
園
主
や
大
牧
畜

家
が
衝
突
、グ
ア
ラ
ニ
民
族
、政
府
職
員
を
中
心
に
四

○
人
以
上
の
け
が
人
が
出
る
事
態
と
な
っ
た
。
既
に
こ

の
地
域
で
は
二
月
末
に
も
、
農
地
改
革
局
の
職
員
に

よ
る
大
農
園
所
有
者
の
土
地
所
有
面
積
確
定
の
た
め

の
作
業
が
妨
害
さ
れ
、
暴
行
を
受
け
る
事
件
が
起
き

て
い
た
が
、そ
れ
を
再
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
政
府
側
と

再
び
衝
突
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
側
は
こ
の
地
域
の
土
地
が
、
農
地
改
革
法
に

基
づ
く
経
済
・
社
会
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
の
確

認
し
、ま
た
四
四
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
千
家
族
以
上
が
、
大

農
園
主
に
従
属
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
見
ら

れ
て
い
る
グ
ア
ラ
ニ
先
住
民
族
の
状
況
を
調
査
し
、

TC
O

（
先
住
民
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
領
土
）を
設
定
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
土
地
を
失

う
こ
と
を
恐
れ
る
大
農
園
主
の
暴
力
の
前
に
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
入
っ
て
の
調
査
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
反
動
的
な
大
農
園
主
の
動
き
と
サ
ン
タ
・

ク
ル
ス
県
の「
自
治
」
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。地
域
の
市
民

組
織
（
コ
ミ
ッ
テ
・
シ
ビ
コ
）の
代
表
や
東
部
農
業
会
議

所
な
ど
の「
自
治
」
推
進
派
が
こ
う
し
た
妨
害
工
作
を

支
持
し
て
い
る
。前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、旧
態
依
然
と

し
た
大
土
地
所
有
制
度
を
保
持
し
、
地
下
資
源
へ
権
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益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
「
自
治
」
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。ま
た
こ
の
衝
突
の
あ
と
、「
立
ち
入
り
を

許
さ
れ
た
」
自
治
推
進
派
で
あ
る
野
党
議
員
に
よ
る

「
調
査
」
報
告
書
は
、「
奴
隷
」
な
ど
存
在
し
な
い
と
い

う
報
告
を
行
っ
て
い
る
。自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
す
ら
入

れ
な
い
現
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
・・・

一
方
米
州
人
権
委
員
会（C

ID
H
)

は
、六
月
九
日

か
ら
一
三
日
に
か
け
て
グ
ア
ラ
ニ
先
住
民
族
の
置
か
れ

た
状
況
に
関
す
る
調
査
を
再
度
実
施
し
た
。こ
の
中
で

債
務
に
よ
る
隷
属
、
強
制
労
働
な
ど
に
つ
い
て
の
証
言

を
得
る
と
と
も
に
、
二
○
○
六
年
一
一
月
の
調
査
の

時
点
よ
り
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。「
グ
ア
ラ
ニ
民
族
が
置
か
れ
て
い
る
隷
属
状
態
や
強

制
労
働
は
、
歴
史
的
に
ボ
リ
ビ
ア
の
先
住
民
族
や
農

民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
被
っ
て
き
た
、ま
た
被
り
続
け
て
き
た

差
別
の
極
端
な
表
出
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
」と
記
し

て
い
る
。

C
ID

H

の
調
査
団
は
紛
争
の
舞
台
と
な
っ
た
ア
ル
ト

・
パ
ラ
ペ
テ
ィ
地
域
も
訪
問
し
、公
道
に
お
け
る
自
由
な

移
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
、権
利
回
復
を
要
求
す

る
中
で
迫
害
、
脅
迫
が
な
さ
れ
て
い
る
事
例
、ま
た
リ

ー
ダ
ー
が
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
で
き
な
い
な
ど

と
い
っ
た
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。ま
た
グ
ア
ラ
ニ
民
族

の
家
族
が
、
極
貧
状
態
の
中
で
の
強
制
労
働
な
ど
隷

属
状
況
に
置
か
れ
、
更
に
は
む
ち
打
ち
や
作
物
の
焼
き

払
い
な
ど
の
懲
罰
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、CID

H

は
政
府
の
農
地
改

革
法
履
行
へ
の
努
力
を
認
め
る
と
と
も
に
、こ
の
法
律

の
履
行
に
対
し
て
、
政
治
的
・
経
済
的
に
多
様
な
セ
ク

タ
ー
か
ら
の
抵
抗
が
あ
る
こ
と
、
更
に
暴
力
事
件
や
拷

問
が
行
わ
れ
た
と
い
う
話
を
記
し
て
い
る
。そ
の
上
で

政
府
に
対
し
て
、農
地
改
革
法
に
基
づ
き
、先
住
民
族

の
伝
統
的
な
土
地
・
テ
リ
ト
リ
ー
を
認
め
、
登
記
の
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
が
や
っ
と
動
き
出
し
た
。単
に
そ
れ

だ
け
の
話
に
過
ぎ
な
い
。し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
地
域

の
権
力
者
と
結
び
つ
い
た
大
農
園
主
は
、
力
を
持
っ
て

妨
害
し
、
更
に
は
権
益
を
確
保
す
る
た
め
に「
自
治
」

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
地
を
奪
わ
れ
、

不
平
等
に
分
配
さ
れ
、ま
た
隷
属
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
先
住
民
族
の
人
々
を
前
に
、土
地
へ
の
支
配
権
を
確

保
し
、
地
下
資
源
を
有
す
る
地
域
で
の
植
民
地
支
配

を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

最
後
に
エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
大
統
領
が
就
任
演
説
に
お

い
て「
銃
弾
で
は
な
く
、投
票
で
ボ
リ
ビ
ア
を
変
革
し
て

い
き
た
い
、
民
主
的
な
革
命
で
あ
る
」
と
副
大
統
領
の

言
葉
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
お

き
た
い
。こ
の
言
葉
に
忠
実
に
、モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は
、国

民
投
票
に
訴
え
な
が
ら
変
革
へ
の
道
を
歩
み
つ
つ
あ

る
。更

に
モ
ラ
レ
ス
政
権
が
、
対
立
の
中
に
あ
り
が
な
が

ら
も
、大
き
な
改
革
を
、流
血
を
避
け
、平
和
的
に
、忍

耐
力
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
見
落
と
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

五
に
関
す
る
参
考
資
料

(

元
原
稿
に
は
未
掲
載
の
た
め
適
切
に
整
理

し
て
い
な
い)

D
ISC

U
R

SO
D

E
PO

SE
SIO

N
D

EL
PR

ESID
EN

T
E

C
O

N
STITU

C
IO

N
A

L
D

E
LA

R
EPU

B
LIC

A
,

EV
O

M
O

R
A

LES
A

IM
A

.
(2006/1/22)

http://w
w

w
.presidencia.gob.bo/prensa/N

oticias_prd.asp?id=2

00601227&
p=4
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新
憲
法
案

http://w
w

w
.abi.bo/abi/banner_240_240/nueva_cpe.pdf

改
定
版

http://w
w

w
.vicepresidencia.gob.bo/Portals/0/docum

entos/D
O

C
_FIN

A
L_C

O
N

STITU
C

IO
N

_PO
LITIC

A
_D

EL_ESTA
D

O
.p

dfFundación
TIER

R
A

,
Posición

Institucional
de

la
Fundación

TIER
R

A
(7

de
abrilde

2008

）

G
onzalo

C
olque,

Los
pueblos

indígenas
están

excluidos
del

estatuto
autonóm

ico,la
Fundación

TIER
R

A
,(2008/4

)

Santa
C

ruz
SO

M
O

S
TO

D
O

S,
N

uestra
A

U
TO

N
O

M
IA

soñada
N

O
ESTA

en
elproyecto

de
ESTA

TU
TO

,

五
、

に
関
す
る
参
考
資
料

5

A
cceso

a
la

justicia
e

inclusiòn
social

：el
cam

ino
hacia

el

fo
rte

le
c

im
ie

n
to

d
e

la
d

e
m

o
c

ra
c

ia
e

n

B
olivia,C

ID
H

-O
EA

,2007

http://w
w

w
.cidh.org/pdf%

20files/B
O

LIV
IA

.07.ESP.pdf

C
ontem

porary
form

of
slavery

in
B

olivia,
B

havna
Sharm

a,

A
nti-Slavery

International,2006

http://w
w

w
.antislavery.org/hom

epage/resources/PD
F/C

ontem

porary%
20Form

s%
20of%

20Slavery%
20in%

20B
olivia.pdf

Enganche
y

Servidum
bre

por
D

eudas
en

B
olivia,O

IT,2005

http://w
w

w
.ilo.org/dyn/declaris/D

EC
LA

R
A

TIO
N

W
EB

.D
O

W

N
LO

A
D

_B
LO

B
?V

ar_D
ocum

entID
=4845

Los
barones

delO
riente

Elpoder
en

Santa
C

ruz
ayer

y
hoy,

Soruco
X

im
ena

他
、Fundaciòn

Tierra,2008

http://w
w

w
.ftierra.org/sitio/

C
ID

H
,O

N
U

プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス

C
om

unicado
del

R
elator

Especial
de

las
N

acione
U

nidas

sobre
los

derechos
hum

anos
de

los
pueblos

indígenas
con

m
otivo

de
su

visita
oficiala

B
olivia

(2007/12/6)

http://w
w

w
.unhchr.ch/huricane/huricane.nsf/view

01/979C
00F

41A
E72858C

12573A
D

002B
38C

2?opendocum
ent

R
eport

of
the

Special
R

apporteur
on

the
situation

of
hum

an

rights
and

fundam
ental

freedom
s

of
indigenous

people,

R
odolfo

Stavenhagen

PR
ELIM

IN
A

R
Y

N
O

TE
O

N
TH

E
M

ISSIO
N

TO
B

O
LIV

IA

(25
N

ovem
ber

to
7

D
ecem

ber
2007

)

http://daccessdds.un.org/doc/U
N

D
O

C
/G

EN
/G

07/151/50/PD
F/

G
0715150.pdf?O

penElem
ent

R
elator

Especial
de

la
O

N
U

m
anifiesta

su
preocupación

sobre
recientes

acontecim
ientos

en
B

olivia.10
de

abril
de

2008(2008/4/10)

http://w
w

w
.unhchr.ch/huricane/huricane.nsf/view

01/A
3C

99C

660A
7865F1C

1257427005C
04FF?opendocum

ent

N
º

17/08
C

ID
H

D
EPLO

R
A

SITU
A

C
IÓ

N
D

E

C
O

M
U

N
ID

A
D

ES
C

A
U

TIV
A

S
EN

B
O

LIV
IA
(2008/4/25)

http://w
w

w
.cidh.org/C

om
unicados/Spanish/2008/17.08sp.htm

N
º

26/08
C

ID
H

C
U

LM
IN

A
SU

V
ISITA

A
B

O
LIV

IA

(2008/6/13)

http://w
w

w
.cidh.org/C

om
unicados/Spanish/2008/26.08.htm

新
聞
記
事

C
autivo

G
uarai

en
el

C
haco,

La
Prensa,2006.11.26,

D
om

inical

そ
の
他
新
聞
報
道
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
ブ
ロ
グ
記
事
を
参
照
の
こ
と
。

ブ
ロ
グ
記
事
：
ボ
リ
ビ
ア
：
土
地
を
巡
っ
て
、政
府
職
員
や
先
住
民
族
と

大
地
主
な
ど
が
衝
突

http://cade.cocolog-nifty.com
/ao/2008/04/post_4fc8.htm

l

ブ
ロ
グ
記
事
：
米
州
人
権
委
員
会
調
査
報
告
：
グ
ア
ラ
ニ
民
族

（
ボ
リ
ビ
ア
）

http://cade.cocolog-nifty.com
/ao/2008/06/post_3a8c.htm

l


